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	・非標本誤差の水準１を中心に確認事項を抽出する方法の説明の仕方については、統計委員会や「より正確な景気判断のための経済統計の改善に関する研究会」（伊藤元重座長）等で説明したことと方向性がずれないように、当面、日本の基幹統計を横並びで比較するときには、水準１というボトムラインを比較することから始めていきたいという条件で、目標はもう少しステップを上げた段階で提示をした方がよいのではないか。
	→検査の基準は、原則として固定せずに、検査を繰り返しながら、進化をさせていくべきと考えている。
	・資料１の非標本誤差については、水準１に注目してもう少しチェックがしやすいものにするという考え方は、とても良いやり方だと思う。資料２の３ページの米国のガイドラインが参照するワーキングペーパー３１の（４.３）式と（４.４）式は、ウエイトが付いているので母集団の推定を考慮して回答率が評価されているが、これも一つのやり方だと思う。（４.３）は、母集団全体でどれくらいの回答率があったのかを計算するものなので、よく分かる。（４.４）は、例えば、売上高についてカバレッジがどれだけあるかということについて母集団...
	→恐らく想定されているのは、別のセンサスなどの情報を使うことが考えられる。・資料１の非標本誤差をかなり集約して、現在の実態を踏まえて徐々にこの部分を整理することは、そのとおりだと思う。資料２で「回収状況検査」をオプション検査へ移行することについては、例えば、見直し案の１）と２）の部分は、先ほどの非標本誤差のレベル感とも関わるし、推計方法の非回答の調整など、具体的な推計方法が説明されている部分が、実はこの非回答の部分がかなり大きなバイアスの原因だ。当面、オプション検査のこの部分は重要なので、問題があ...
	→資料１については、初期の段階で、水準１を確認事項として抽出するけれども、これをボトムラインとして検査を行うという条件で、目標はもう少しステップを上げた段階で提示する。資料２の回収状況検査については、見直し案の１）と２）を重点的に行うことを念頭におき、（４.３）と（４.４）のウエイト付きの計算は、実際に運用して、実現性をもう少し検討するということでまとめたい。
	・資料５の文章はこのままで良いが、２.の欠測値補完したものに対して、膨大な乗率がかかって速報値がでることがある。一方、確報段階では、遅れてデータがでてきたものがあると、これにより、速報と確報のぶれが割と生じていることもある。このため、欠測値、外れ値に対する原則的な対応に係る各府省のヒアリングで、集計段階の詳細な話を聞くと、今後の速報、確報のプロセスにおいて有効なものになるのではないか。
	・経験上、欠測値だけではなく外れ値についても特異な値をそのまま膨らませてしまうという危険性がでてくるのではないか。したがって、オプション検査で欠測値に対する対応をどのようにしているかチェックし、ヒアリングする。もう一つは、欠測値がある場合、外れ値の定義と外れ値と認められる場合、統計を公表するまでの手続き、どのようなプロセスを経るかを整理しておく必要があるのではないか。それは、２.の中に含むような形で表現しているという理解でいかがか。横並びで全部できるかどうか分からないが、未諮問基幹統計の確認の際や...

